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はじめに

�LMSの利⽤が爆発的に増えています。新型コロナウィルスの影響でテレワークが推奨されたことがきっかけとなり、

教育機関における�遠隔教育”や組織（企業・官公庁など）の�社員教育”にeラーニングを活⽤するケースがこれまで

以上に増加したことが背景にあります。

しかしいざLMSを利⽤しようと思っても、システムは数多くあり、機能も様々、コンテンツも多岐にわたるため、

「どの製品・サービスが⾃社・⾃校に合うのかわからない」という声をよく聞きます。

�

そこでデジタル・ナレッジでは、本資料を含むホワイトペーパーの資料にて、eラーニングの導⼊を検討されている、

もしくはご利⽤中のeラーニングシステムの変更を検討されている組織・教育機関の皆さまに向けて、LMSの

基礎知識や導⼊のポイントを分かり易く解説いたします。LMSの選定にお役⽴ていただきたいと思います。
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第⼀章
�

〜LMSの機能・メリット・種類〜

�

�



LMS（学習管理システム）とは？

LMSはLearning�Management�Systemの略で、学習管理システムとも⾔

われます。インターネットやパソコン/スマートフォンで学習を⾏うeラーニ

ングを実施する際のベースとなるシステムで、多くのLMSでは受講者がログ

インして学習する受講機能、教員や管理者が受講履歴や成績管理を⾏う管理

機能からなります。

eラーニングを提供するための根幹のシステムで、⼀般に「eラーニングシス

テム」や「eラーニングプラットフォーム」などと呼称されることもありま

す。�通常はGoogle�ChromeやSafari、Microsoft�EdgeなどのWebブラウ

ザを⽤いたWebサービスとして提供されます。
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⼀般的な４つのLMS機能
様々な会社やオープンソースで数多くのLMSが提供されていますが、多くのLMSでは下記機能を有してます。

�

�
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⼀般的な４つのLMS機能

�

�
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�

�

LMSのメリット
LMSを利⽤することで、受講者、講師、管理者にとってさまざまなメリットが⽣まれます。
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LMSの種類
LMSには「オンプレミス型」と「クラウド型」の2種類があります。この2つはよく⽐較されるため、聞いたこ
とがあるという⽅も多いかもしれません。この2つの⼤きな違いは「どのサーバーを利⽤するか」です。

�
オンプレミス型

クラウド型

特化型

統合型

オンプレミス型は、⾃社のサーバー内にLMSを構築し利⽤します。メリットとしては、カスタマイズ性に優れ、とても細かな部分まで

柔軟に⼿を加えることができます。また、⾃社のネットワークを利⽤するため、セキュリティの安全性が⾼いのもポイントです。

⼀⽅デメリットとしては、サーバーの準備から構築、運⽤まですべて導⼊企業側で⾏う必要があるため時間とコストがかかる点が挙げ

られます。ネットワーク障害などのトラブルも⾃社で対応しなければなりませんし、専⾨知識をもつ⼈材の確保が求められます。

クラウド型は、ベンダーが提供するクラウド上のサーバーに構築されているLMSを、インターネットを介して利⽤します。導⼊企業は

⾃分たちでサーバーの⽤意などをする必要がないため、契約後、初期セットアップなどをすればすぐに使⽤開始できます。初期費⽤を

かけることなく定額の利⽤料⾦だけで運⽤できるほか、システムのバージョンアップも⾃動で⾏われるため、導⼊や運⽤がしやすいと

いう特徴があります。

特化型とは、⽂字通り特定の学習を提供・管理するのに適したシステムです。たとえば接客を⾏うサービス業に特化したLMS、マイク

ロラーニングに特化したLMS、タレントマネジメントに特化したLMSなど、さまざまなものがあります。機能を絞っている分シンプル

で使いやすく、コストが抑えられるといったメリットがある⼀⽅、決められた⽤途以外の拡張性に乏しく細かい設定ができないといっ

たデメリットがあります。

豊富な機能を搭載し、あらゆる研修や学習のプラットフォームとして活⽤できるのが統合型です。eラーニングコンテンツの配信だけで

なく、集合研修も含めた研修全般の受講履歴や出⽋確認などを⼀つのシステム上で管理・運⽤できるのが強みです。どのような機能を

備えているかはLMSによって異なりますので、⾃社のニーズを念頭において機能をしっかりと⽐較する必要があります。
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第⼆章

〜LMSを導⼊する前に検討すべき項⽬・選び⽅〜



LMSを導⼊する際に⽐較するべき５項⽬
LMSを導⼊する⽬的はさまざまです。まずはLMS導⼊で実現したい内容を明確にし、⾃社に必要な条件をピックアッ
プしましょう。条件にあった候補を並べて⽐較に⼊ると効率的にLMSを選ぶことができます。ここでは、LMSを導⼊
する際によく⽐較検討される項⽬をご紹介します。

�

�

1.教材作成は可能か？簡単か？動画教材に対応しているか？

２.マルチデバイス対応か？

３.導⼊実績は⼗分か？希望の導⼊形態があるか？

４.⽬的・⽤途に合った機能があるか？

  �カスタマイズが必要な場合、対応可能か？

５.サポートはあるか？
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LMSの選び⽅
LMSを導⼊する際、どのような流れで進めていけばよいのでしょうか。ここでは多くのLMSの中から⾃社に
最適なシステムを選ぶためのポイントもご紹介します。

�
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第三章

〜LMSの導⼊⽅法・連携パターン〜



LMSの導⼊⽅法

�
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LMSの３つの連携パターン

��⼈事データベース ポータルサイト 決済サイト

企業内研修の場合、企業は所属する職員の情報

を⼈事データベースとして管理していることが

あります。LMSに登録する職員の⽒名、社員番

号、メールアドレス、所属などのデータを⼈事

データベースから⼊⼿したり、LMSの学習結果

や成績情報を⼈事データベースに送付すること

があります。

LMSの利便性を⾼めるためにポータルサイトと

LMSを連携することがあります。ポータルサイ

トからLMSのログイン画⾯にリンクを貼った

り、ポータルサイトにLMSのログイン画⾯を埋

め込むこともありますが、ポータルサイトで個

⼈認証がなされていればLMSへのリンクをクリ

ックすると⾃動でLMSにログインさせることも

可能です。

商⽤eラーニングの場合、受講者は受講したい

コースを選んで購⼊し学習サービスを受けま

す。この「購⼊」というプロセスをオンライン

で⾏う際にはお⾦をお⽀払いいただく決済処理

が必要となり、決済サイトのサービスを利⽤し

ます。この決済サイトとLMSを連動させ、決済

サイトで購⼊した⽅に受講に必要なアカウント

を発⾏し、そのアカウントでログインできるよ

うにしておく必要があります。
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学習管理システム
『KnowledgeDeliver（ナレッジデリバー）』

学習・運⽤管理のみならず、Webベースで教材を⼿軽に作成・配信・管理可能な、国内有数の統合型eラーニングプラ

ットフォーム。柔軟なカスタマイズ性及び拡張性を有し、⾼いレベルのeラーニングサービスをご利⽤いただけます。

企業・官公庁・スクール・学校法⼈などへの導⼊実績は2000以上。
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学習管理システム
『KnowledgeDeliver（ナレッジデリバー）』

＜特⻑＞

1．映像教材など動的でわかり易い教材を脅威の⼿軽さで作成可能
2．マルチブラウザ・OS対応で、スマホ・タブレットやMACなど
  多種多様な学習スタイルに対応

3．「使いやすさ」と「多機能性」の両⽅を追求した運⽤管理機能
4．ASP、クラウド、パッケージなど豊富な導⼊形態をご⽤意
5．定期的なバージョンアップで新機能追加と最新クライアント環境に対応
6．ご要望に応じた柔軟なカスタマイズ対応
7．数⼗万名様向けの⼤規模運⽤対応
8．第三者機関による脆弱性診断・検査の定期受診による万全のセキュリティ対策
9．プライバシーマーク®、ASP・SAAS安全・信頼性情報開⽰認定済み
10．サポートセンタによる安⼼の運⽤サポート体制
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学習管理システム
『KnowledgeDeliver（ナレッジデリバー）』
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お問い合わせ

https://www.digital-knowledge.co.jp/

infoadmin@d-k.jp�

03-5846-2131

https://www.digital-knowledge.co.jp/



